
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

金  利

5

6

7

8

9

10

11

12

13

2013年 2014 2015 2016 2017

①レポ金利（政策金利） ②ＭＩＢＯＲ３か月物

③国債流通利回り10年物

年利、％

2017/11　①6.00％　②6.38％　③7.06％

（月末値）
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（注）ﾑﾝﾊﾞｲ中央ﾋﾞｼﾞﾈｽ地区における平方ﾌｨｰﾄ当たり月額賃料。

グラフで見るインド経済 2017 年 12 月号（Ｎｏ．９６） 

２０１７年７～９月期の実質ＧＤＰ（国内総生産）は前年比+６．３％（前期は同+５．７％）と、成長率が６四半期ぶ

りに高まった。個人消費が減速したものの、総固定資本形成が復調したことに加え、在庫投資が大幅に増加した

ことも成長率を押し上げた。一方、直近の月次指標をみると、９月の鉱工業生産指数は前年比+３．８％（前月は

同+４．５％）と減速し、１０月の輸出も同-１．１％（前月は同+２５．７％）と２０１６年８月以来のマイナスとなった。

また家計部門をみると、１０月の新車販売台数は前年比-０．３％（前月は同+１１．３％）と減少に転じた。 

【今月のトピック：ムーディーズがインドを格上げ】 １１月１７日に、ムーディーズ・インベスターズ・サービスはインドの格

付けを引き上げた。投資適格の格付けの最低ランクであるＢａａ３からＢａａ２へ格上げされた結果、インドはイタリアと同

格となった。高額紙幣廃止や物品サービス税の導入など、モディ政権の思い切った政策運営により経済構造改革が進展

していることが評価され、格上げにつながった。ただし、インドの財政事情は厳しい状況が続いており、今後、政府による

農民債務の免除の政策によって悪化する可能性があることから、ムーディーズの判断を疑問視する意見もみられる。 

（出所）インド準備銀行、インド統計・計画実施省、ＯＥＣＤ、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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鉱工業生産指数
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（注）各構成項目は全体の上昇率（総合）への寄与度を意味する。

グラフで見るインド経済 2017 年 12 月号 

（出所）インド統計・計画実施省、インド商工省・同経済諮問部・同通商情報統計局、インド自動車工業会、インド準備銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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